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Abstract 
       We investigated the environmental radiation in Shikoku area using a car-borne survey and obtained the 
change of dose rate by continuous survey. Dose rartes in Ozu city and its surrounding area, Ehime prefecture 
were the lowest in other areas of Shikoku. Dose rates obviously changed on the north side of it’s low dose rates 
area but gradually changed on the south side. Dose rates in Ashizuri-misaki, Kochi prefecture were the highest in 
Shikoku and changed in accordance with the boundary of geological structure. Dose rate on the survey route, 
from Imabari city in Ehime prefecture to Shimanto city in Kochi prefecture, was the lowest at the surrounding 
area of the prefectural boundary. This lowest dose rate was considered to be caused by geological structure. The 
influence of altitued on dose rates was not observed in this survey route.The average dose rates of environmental 
radiation in Ehime prefecture and Kochi prefecture were almost the same and the lowest in Shikoku. Tokushima 
prefecture was the highest in the average dose rates of environmental radiation of other prefectures in Shikoku. 
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１．はじめに	
 

	
 
	
 環境放射線に関する調査は古くから行われて
おり、広域に及ぶ環境放射線の調査は阿部１）らに
よって行われた。また、各地域でも研究機関や各
県の衛生研究所、環境研究所などにおいて調査、
測定が行われている。環境放射線レベルやその地
域分布は環境条件によって変動しており、地域に
よる特性を持つ。この地域特性を調査しておくこ
とは福島第一原子力発電所での事故後のような
環境放射線レベルの変動を知る上で重要である。	
 
	
 四国においても、各県の衛生研究所などにおい
て環境放射線の測定が行われている。特に高知で
は高知衛生研究所２）により高知県内566地点で詳
細に測定されている。徳島県３）、香川県４）での測
定地点は高知県に比べてかなり少ないが定期的
に測定されている。愛媛県では，愛媛県公害技術
センター５）により走行サーベイによって環境放
射線の調査が行われている。しかし，四国全体を

視野に入れた調査は行われていない。	
 
	
 我々は走行サーベイにより徳島県全域及び香
川県全域の環境放射線を調査し報告してきた６,

７）。走行サーベイは環境放射線による線量率レベ
ルを広域にわたって短期間で調査でき、連続測定
することで環境放射線の線量率変化の地域的な
違いがわかりやすい。四国では、愛媛県以外の３
県における環境放射線の調査は定点で行われて
おり、また、連続的に測定されていないため地域
的な違いがわかりにくい。そこで我々は、四国全
域を対象として、四国各県の環境放射線の線量率
の違いを知るとともに、現況の線量率分布を把握
し、環境条件が変化した場合の基礎となる線量率
の値を得ることを目的として走行サーベイによ
る調査を行った。 
	
 
２．方法	
 
2-1	
 測定システム	
 
	
 NaI	
 シンチレーションサーベイメータ(東洋メ
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ディック；5000Cypher，1''Φ×1'')	
 の検出器を
自動車助手席のヘッドレストに固定した。サーベ
イメータの測定値はケーブルで接続されたパソ
コン(Panasonic；Let’s	
 note	
 CF-W2)に入力し記
録した。測定は走行中連続して 1 秒毎のγ線を自
動測定し，モニタリングソフトウェアにより 10
秒毎の平均γ線線量率を得た。本測定に使用した
サーベイメータの時定数は，fast/med/slowの３設
定となっており、時間では示されていない。本測
定は移動測定であるため，時定数は fastに設定し
た。137Cs による 0.5μSv/h での校正定数は 1.12
であった。	
 
	
 
2-2	
 走行測定ルートと地点の同定	
 
	
 測定ルートの同定は GPS(GlobalSat；DG-100)
によって行い、IC レコーダー(SONY；ICD-UX91)
で測定ルート上の目印地点を記録することで測
定地点と線量率の照合ができるようにした。移動
速度は渋滞から時速 50km 程度までばらついた。
測定は四国の国道（一部県道を含む）を対象とし
た。今回の全測定ルートを図１に示す。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 測定ルート図はインターネットで GPS データ
から地図上での距離計算ができるサイト８）を利
用して描画した。調査は 2012 年 11 月から 2013
年 11 月にわたって断続的に行い、その後 2014 年
6 月まで確認のための調査を行った。なお、12 月
下旬から 3 月上旬の期間は路面凍結、積雪等のた
め測定は避けた。また、降雨時の測定も避けた。
大気中に浮遊していたラドン子孫核種が降雨に
より雨滴に付着して降下し、地上に落ちてくると、
それらの核種から放出されるγ線の影響で地上
付近の空間線量率が上昇する９）と考えられ、その
アーティファクトを避けるためである。なお、
2011 年３月の福島第一原子力発電所の事故によ
る環境放射線への影響については、香川県環境管
理課 10）、徳島県環境管理課 11）、高知県衛生研究
所 12）、愛媛県原子力センター13）の各所で報告さ
れた空間線量を基に、事故による影響がみられて
いないことを確認した後に測定を行った。本調査
での測定値は四国の平常時の環境放射線線量率
であると考えられる。	
 

３．結果と考察	
 
	
 
3-1	
 測定値への修飾因子	
 
	
 本測定は検出器を車内に設置して移動しなが
ら行うため種々の因子が測定値に影響する。その
因子は既報７）のとおりであり、車体による遮蔽率
は 26.3%、移動測定による測定値の定点測定によ
る測定値に対する割合は 79.8%〜111.4%、線量率
では最大 0.015μSv/h の差がみられた。測定経路
（往路、復路）による線量率の差はほとんどなか
った。また、移動測定では移動速度を常に一定と
して測定することはできないため、移動速度が測
定値に影響する因子になり得る。本報告では移動
速度による線量率への影響の有無の検討を加え
た。本測定は１秒毎のγ線を自動測定し、モニタ
リングソフトウェアにより 10 秒毎の平均γ線線
量率を得ているため、移動速度が異なると 10 秒
間測定での移動距離が異なる。具体的には、時速
30km で走行すると 10 秒間に 83m、時速 50km では
134m 進むが、測定値はその区間での平均値とな
る。そこで移動速度が 40km/h による線量率と、
20km/h による線量率を比較した。既報７）で示し
ている県道２号線を走行しながら測定した。時速
40km での平均線量率が 0.071μSv/h、時速 20km
での平均線量率も 0.071μSv/h であり、走行速度
による違いは認められなかった。なお、以降の測
定値は車内での測定値をそのまま示した。	
 
 
3-2	
 走行ルート上の線量率	
 
	
 以下に図１に示す全測定ルートから、その一部
の測定ルート上の線量率を示す。	
 
	
 
3-2-1	
 四国北部を周回する国道の線量率	
 
	
 図２に四国北部を、徳島県との県境にある香川
県東かがわ市から西に向って、高知県との県境の
愛媛県愛南町までの測定ルートを示す。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

図１	
 測定ルート（赤線） 
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図２	
 四国北部を香川県から愛媛県まで周回する 
	
 	
 	
 航空写真上の測定ルート（赤線）． 
	
 	
 	
 赤矢印：測定方向，Ａ：四国中央市，Ｂ：新居浜市， 
	
 	
 	
 	
 Ｃ：西条市，Ｄ：今治市，Ｅ：松山市，Ｆ：伊予市， 
	
 	
 	
 	
 Ｇ：大洲市，Ｈ：八幡浜市，I：西予市，Ｊ：宇和島市， 
	
 	
 	
 	
 Ｋ：愛南町 
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 航空写真上に描画した測定ルート図は、インタ
ーネットで GPS データから移動の軌跡を地図上
にプロットできるサイト 14）を利用した。以後、
本報告で示す測定ルート図は全て同様にして描
画した。図３に測定ルート上の線量率を示す。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 図３にはトンネルを除いた線量率を示した。ト
ンネル内では線量率が上昇するため、線量率の変
化が捉えづらくなるためである。香川県から愛媛
県に入ると線量率がわずかに高くなった（図３中
Ⅰ）。愛媛県との県境にある香川県の観音寺市の
平均線量率と標準偏差は 0.044±0.005μSv/h、
愛媛県側県境にある四国中央市は 0.051±0.006
μSv/h、四国中央市の隣の新居浜市は 0.058±
0.006μSv/h であった。これら３市の平均線量率
を Steel-Dwass 法 15,16)により多重比較検定を行っ
た。観音寺市と四国中央市の間、観音寺市と新居
浜市の間、四国中央市と新居浜市の間にそれぞれ
危険率１％で有意な差がみられ、愛媛県に入ると
線 量 率 が 上 昇 す る こ と が 確 認 さ れ た 。	
 
図４に地質図上の測定ルートを示す。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 四国地方地質図 17)上に測定ルートを描画した。
香川県から愛媛県の測定ルートがほとんど沖積
層上であり、同一地層上を走行測定しているが、
香川県での測定ルートは図２に示すようにほと
んど平野部であるのに対し、愛媛県に入ると山の

近くを走行測定している。そのため、地形構造の
違いにより線量率が高くなったものと思われる。	
 
	
 愛媛県では線量率が大きく変化する地点があ
り、低線量率を示す領域がみられた。この領域は
古川 19)、安永 5)によって報告されている領域とほ
ぼ一致した。線量率が大きく変化する地点（図３
中Ⅱ）は、伊予市、大洲市の沿岸部を通過する国
道 378 号線上にあり、伊予市と大洲市の境界で大
きく線量率が低下した。線量率が低下した伊予市、
大洲市境界周辺の地質図に線量率が変化した地	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
点を重ねる（図５）と線量率の変化は、地質の境
界にほぼ一致した。伊予市と大洲市の境界での線
量率の低下は図中に黒矢印で示した地点であり、
泥質片岩の層と緑色片岩の層の境界付近であっ
た。伊予市、大洲市の沿岸部を通過する国道 378
号線は、北側は海、南側には山が迫っている地形	
 
が続いており、線量率が変化した伊予市と大洲市	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

図３	
 四国北部を周回する測定ルート上の線量率 

:沖積層	
 

県境	
 

図４	
 地質図上の測定ルート（赤線） 

中央構造

図６	
 線量率変化点近傍のストリートビュー 

図５	
 地質図上の測定ルート（赤線）． 
	
 	
 	
 Ａ：全測定ルート，Ｂ：線量率変換点近傍の地質図， 
	
 	
 	
 	
 赤矢印：測定方向，黒矢印：線量率変化点 
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の境界（図６）では、測定ルート上での明確な地
形の変化はなかった。この測定ルート上でみられ
た線量率の変化は地質構造が関係しているもの
と思われる。なお、走行ルート周辺の地形、構造
物の写真には Google マップのストリートビュー
18）を利用した。本走行ルート上の線量率は、大洲
市から更に南に向うと徐々に上昇し、伊予市と大
洲市の境界でみられたような大きな線量率の上
昇はなかった。国道 56 号線、197 号線、441 号線
の各国道も、線量率の低い大洲市から南の宇和島
市方面へ続いているが、その測定ルート上の線量
率も、大洲市から南に向うに従って線量率が徐々
に上昇し、線量率が大きく変化する地点は明瞭で
はなかった。	
 
	
 大洲市周辺では、その他にも線量率が大きく変
化する地点がみられた。伊予市から大洲市に向う
国道 56 号線上と砥部町から内子町に向う国道
379 号線上であった。測定ルート上の線量率を 
図７に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	
 国道 56 号線上では伊予市と内子町の境界で線
量率が低下した。国道 379号線上では内子町内で
あった。地質図上に両測定ルートを描画して図８
に示し、線量率が変化した地点を矢印で示した。 
国道 56 号線上では塩基性片岩の層を走行中に線
量率が低下し、国道 379号線上では泥質片岩の層
を走行中に線量率が低下した。両測定ルートとも
に線量率が変化した地点では地質の明確な変化
はみられず、線量率の低下は地質に関係したもの
ではないと思われる。同ルート上の線量率が変化
した地点の地形を図９に示す。地形上、線量率が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
急激に変化するのに影響する明確な地形の境界 
はみられない。本報告では、地質的にも地形的に
も線量率が変化する原因はなかったところまで
を明らかにした。 
 
3-2-2	
 四国南部を周回する国道の線量率	
 
	
 図 10 に四国南部を香川県との県境にある徳島
県鳴門市から南に向って、愛媛県との県境の高知
県宿毛市までの測定ルートを、図 11 に測定ルー
ト上の線量率を示す。本測定ルートは、高知県土
佐清水市で一部県道を含んでいる。線量率は、徳
島県から高知県に入ると徐々に線量率が低下し、
東洋町では 0.049±0.006μSv/hであった。高知市
でもっともく低く 0.036±0.006μSv/hとなり、須 
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図８	
 地質図上の測定ルート．黒矢印：測定方向， 
       赤矢印：国道 56号線上の線量率変化点，黄色矢 
       印：国道 379号線上の線量率変化点 
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図７	
 測定ルート上の線量率．黒矢印：線量率変化点 
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図９	
 線量率変化点近傍のストリートビュー 
	
 	
 	
 Ａ：国道 56号線，Ｂ：国道 379号線 
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崎市から四万十町に入るに従って徐々に線量率 
が増加した。四万十町につづく黒潮町では 0.049
±0.005μSv/h となり、徳島県から高知県に入っ
た東洋町の線量率とほぼ同じになった。東洋町、
高知市、黒潮町の線量率を Steel-Dwass 法により
多重比較検定を行った。東洋町と高知市の間、お
よび高知市と黒潮町の間において危険率１％で
有意な差がみられたが、東洋町と黒潮町の間には
有意な差がみられなかった。東洋町と黒潮町は高
知市よりも南にある。高知県の南方面の線量率が
高いことが確認できた。図 1２に、高知県東洋町
から黒潮町にいたる測定ルートと地質図上に描
画した測定ルートを示す。 
	
 測定ルートは、高知県東洋町からほぼ沿岸部が 
続いており、測定ルート上の片側（南側）は海に
沿っているが、反対側は山沿いとなっている。安
芸市を過ぎたあたりから平野部に入り、高知市内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は平野部を走行測定している。高知市、須崎市か 
ら四万十町、黒潮町にいたるに従って山間部に入
っている。このような測定ルート上の地形構造の
違いが線量率に影響したものと思われる。地質構
造に関して、四国は付加体の配列からなる構造
（図 13）をしており、東洋町から黒潮町にかけ
ての測定ルート（図 12)は、室戸半島と足摺岬に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
かけての大半が四万十帯（白亜紀〜古第三紀付加
体）に属し、土佐湾の奥に位置する高地平野周辺
が秩父帯南帯（ジュラ紀付加体）とそれを被覆す
る高地平野の沖積層に属する 17)。これらの付加体 
には、海洋プレートによってもたらされた塩基性
火成岩である玄武岩類や遠洋性堆積物のチャー
ト・石灰岩類が伴い、主として海溝充填堆積物で
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図 10	
 四国南部を徳島県から高知県まで周回する 
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図 11	
 四国南部を周回する測定ルート上の線量率 
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Ａ	
 

図 12	
 高知県東洋町から黒潮町への測定ルート 
	
 	
 	
 	
 Ａ：航空写真上の測定ルート（赤線） 
	
 	
 	
 	
 Ｂ：地質上の測定ルート（赤線） 

図 13	
 四国の地層構造 
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ある砂岩と泥岩から構成される。以上の秩父南帯
と四万十帯の付加体を構成する堆積岩類や海洋
プレート起源の塩基性火成岩類が示す線量は、本
測定ルート上の線量率（図 11）に見るバックグ
ラウンド値（0.04μSv/h〜0.06μSv/h）となってお
り、それをやや下回る範囲がちょうど、測定ルー
ト上では、秩父南帯のジュラ紀付加体を沖積層が
被覆する高知平野付近にあたる。近澤 2)らも同様
の測定結果を得ている。 
	
 高知県土佐清水市では、今回測定した四国の線
量率のなかで最も高い線量率 0.163μSv/h を示し
た。測定ルートは国道 321号線から足摺岬方面へ
向う県道 27 号線上であった。足摺岬における地
質図上の測定ルートを図 14 に示す。線量率の変
化は地質構造に一致し、砂岩、泥岩層から花崗岩
層に入ると線量率が上昇した。花崗岩はウラン、
トリウム等の天然放射性核種の濃度が高く、放射
線強度が高い 20)。そして、花崗岩層から砂岩、泥
岩層に入ると線量率は低下した。足摺岬とその周
辺には、四万十帯の古第三紀付加体を構成する砂
岩・泥岩の堆積岩類に、新第三紀のトーナライト
岩体が貫入している。このトーナライトは花崗閃
緑岩よりもさらに斜長石に富む酸性の深成岩類
で、花崗岩類に帰属するものであり、放射性同位
元素の含有率が高いことが知られている 21)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-2-3	
 四国西部を縦断する国道の線量率	
 
	
 図 15 に四国西部を愛媛県今治市から南に向い、
高知県四万十市までの測定ルートを航空写真上
に示す。 
	
 本測定ルートは四国山脈を越える測定ルート
であるため線量率に標高を重ねて図 16 に示した。
測定ルート上では、愛媛県と高知県の県境付近で
線量率の低下がみられ（図 16中Ⅰ）、愛媛県側の
県境にある久万高原町では 0.050±0.006μSv/h、
高知県側の県境にある檮原町では 0.044±0.008μ 
Sv/hであった。この地域は本測定ルート上で標高
が最も高くなり 1,000m を越えるところであった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
更に南下するに従って標高は低くなったが、線量
率は徐々に上昇し、高知県津野町では 0.052±
0.005μSv/h であった。久万高原町、檮原町、津
野町の線量率を Steel-Dwass 法により多重比較検
定を行った結果、久万高原町と檮原町の間、檮原
町と津野町の間、久万高原町と津野町の間にそれ
ぞれ危険率１％で有意な差がみられ、愛媛県と高
知県の県境付近での線量率の低下が確認された。
本測定では標高の影響は観測されなかった。 
 
 
 
 
 
	
 
	
 
	
 
	
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	
 図 17 に地質図上測定ルートを、特に線量率の
低下がみられた（図 16 中Ⅰ）領域の地質図を示
す。線量率の低下は秩父累帯（図 13）を横断す
る領域であり、特に秩父累帯の黒瀬川帯通過時に
最も線量率が低くなった。この測定ルート上は主
に砂岩、泥岩互層からなり、石灰岩 20)などの礫 
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図 14	
 地質図上の測定ルート（赤線）． 
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図 15	
 四国西部を愛媛県今治市から高知県四万十市 
	
 	
 	
 まで縦断する航空写真上の測定ルート（赤線）． 
	
 	
 	
 赤矢印：測定方向，Ａ：今治市，Ｂ：松山市，C：砥部町， 
	
 	
 	
 	
 Ｄ：久万高原町，Ｅ：檮原町，Ｆ：津野町，Ｇ：檮原町， 
	
 	
 	
 	
 Ｈ：四万十町，I：四万十市 
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図 16	
 四国西部を愛媛県今治市から高知県四万十市 
	
 	
 	
 まで縦断する測定ルート上の線量率 
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含み 17)、線量率が低い。黒瀬川帯通過後、三宝山
帯を通過する。三宝山帯は泥岩及び遠洋起源の石
灰岩、チャート 20)層からなる 17)ため、この領域で
も線量率は低い。県境付近での線量率の低下は主
に地質によるものと思われる。 
	
 また、高知県内では線量率が低下する領域があ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
った（図 16 中Ⅱ）。地質図上測定ルートを図 18
に示す。砂岩，泥岩の層 15)を走行測定中に地質が
変化していないにもかかわらず線量率が低下し
た。そのため線量率の低下は地質構造によるもの
ではないと思われる。図 18 には線量率が低下し
た領域の航空写真上の測定ルートも示した。若干

砂岩，泥岩	
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：泥岩，チャート層	
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図 17	
 測定ルート．	
  
	
 	
 	
 Ａ：地質上の全測定ルート（赤線）， Ｂ：Ａ中の四角で囲まれた領域の地質構造， Ｃ：Ａ中の円で囲まれた 
	
 	
 	
 	
 領域を拡大した地質上の測定ルート（赤線） 

図 18	
 測定ルート．	
  
	
 	
 	
 Ａ：地質上の全測定ルート（赤線）， Ｂ：Ａ中の円で囲まれた領域を拡大した地質図上の測定ルート（赤線），	
 	
 
	
 	
 	
  Ｃ：Ａ中の円で囲まれた領域を拡大した航空写真上の測定ルート（赤線） 
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わかりにくいが、左右に山体が迫った山間部の道
から、比較的拓けた、左右に山体が迫っていない
領域となっている。この領域の線量率の低下は測
定ルート上の地形によるものと思われる。 
 
3-3	
 四国各県の環境放射線線量率	
 
	
 本走行測定全ルート（図１）から四国各県の平
均線量率を算出した。愛媛県の平均線量率は
0.046±0.015μSv/h、高知県は 0.046±0.013μSv/h
であった。両県の平均線量率はほぼ同じであり最
も線量率が低かった。愛媛県北部の地層は領家帯 
（図 13）と呼ばれ花崗岩により主に構成される
17)ため、今治市、松山市周辺は愛媛県内の他の市
町村に比べて線量率が高く、今治市と松山市の平
均線量率はそれぞれ、0.059μSv/h、0.061μSv/h
であった。しかし、大洲市周辺は 0.01μSv/h程度
の低い線量率を示す領域が多く、大洲市に隣接 
する八幡浜市では四国で最も低い線量率を示し
た。大洲市と八幡浜市の平均線量率はそれぞれ
0.022μSv/h、0.020μSv/h と低く、そのため愛媛
県の平均線量率は低くなったものと思われる。高
知県では足摺岬で 0.163μSv/h の四国で最も高い
線量率を示したが、高い線量率は足摺岬の一部の
みであった。高知県は高知市の平均線量率が
0.036μSv/h であり、高知市を中心にその東西を
含めた領域、ほぼ秩父帯（図 13）に相当する領
域で高知市と同程度の低い線量率を示しており、
そのため平均線量率では低くなったものと思わ
れる。近澤ら 2)の測定もほぼ同様の傾向を示して
いる。香川県の平均線量率は 0.05±0.007μSv/h
であり、愛媛県、高知県に比べて線量率が高かっ
たが、徳島県に比べて低かった。香川県は全域が
花崗岩により主に構成される領家帯と呼ばれる
地層からなるため愛媛県、高知県に比べて線量率
が高くなったものと思われる。香川県は、他県に
比べて山地の割合が少なく、平地と山地の割合が
ほぼ同じ 22)である。本測定による走行ルートは花
崗岩層が主となる山間部に比べて沖積層を走行
測定していることが多かった。徳島県の平均線量
率が最も高く 0.052±0.010μSv/hであった。徳島
県は山地が多く、全面積のおよそ８割を占めてい
る 23)。高知県もほぼ同様 24)であるが、徳島県では、
愛媛県、高知県にみられるような線量率が低い領
域がない。また、香川県に比べて徳島県は山間部
を走行測定している割合が多く、山間部では山体
近くを走行測定することが多くなり、線量率が高
くなったものと思われる。  
 
４．結語	
 
 
	
 四国全域にわたって環境放射線の調査を行っ
た。走行サーベイにより連続的に測定することで
線量率変化の地域的な違いがわかった。愛媛県で
は大洲市とその周辺が四国で最も低い線量率を
示した。大洲市周辺の北側では線量率の変化が明
瞭であったが、南側では線量率は徐々に変化した。
高知県では、足摺岬近傍で四国で最も高い線量率
を示した。線量率の上昇は花崗岩帯に一致した。
四国各県の平均の環境放射線線量率は徳島県が

最も高く、次いで香川県であった。愛媛県と高知
県の平均線量率はほぼ同じであり、最も低かった。 
四国各県の現況の線量率分布が把握できた。 
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